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師
走
を
迎
え
て

須
崎
区
長

森
田

学

今
年
も
ま
も
な
く
年
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
収
束
す
る
か

と
思
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
も
ま
た
増
加
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
健
康
管
理
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。
今
月
号
で
は
「
下
田
市
区
長
連
絡
協
議
会
（
現
地
見
学
会
）
」

報
告
と
「
水
仙
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
、
令
和
４
年
11
月
16
日
（
水
）

下
田
市
区
長
連
絡
協
議
会
主
催

に
よ
る
市
内
３
カ
所
の
現
地
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

（
１
）
河
津
下
田
道
路
（
Ⅱ
期
工
事
）
の
「
河
津
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
」

逆
川
地
区
工
事
見
学
に
つ
い
て

国
道
４
１
４
号
線
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
は
す
で
に
お
気
づ
き
か
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
、
稲
梓
の
須
原
地
区
を
過
ぎ
た
河
津
町
逆
川
地
区

で
河
津
下
田
道
路
の
「
河
津
ト
ン
ネ
ル
」
工
事
が
大
林
組
に
よ
り
施
工

さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
１
，
８
８
４
メ
ー
ト
ル
で
す
。

施
工
状
況
は
排
水
構
造
物
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
・
照
明
・
消
火
設
備
・

通
信
設
備
等
の
工
事
も
ほ
ぼ
完
了
し
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
の
取
付

道
路
が
出
来
上
が
れ
ば
（
仮
称
）
河
津
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
ま
す
。

下
田
市
箕
作
か
ら
河
津
梨
本
ま
で
の
Ⅱ
区
間
（
延
長
６
・
８
キ
ロ
）
は

既
に
工
事
に
着
手
済
み
で
す
。
Ⅱ
期
区
間
の
う
ち
北
側
３
キ
ロ
の
河
津

Ⅰ
Ｃ
か
ら
逆
川
Ｉ
Ｃ
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
は
22
年
度
中
に
開
通
見
込
み

の
予
定
で
す
。
な
お
、
河
津
―
下
田
間
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
七
箇

所
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
「
河
津
下
田
道
路
」
の
Ⅰ
期
区
間
（
下
田
市

箕
作
か
ら
下
田
市
６
丁
目

延
長
５
・
７
キ
ロ
）
の
起
工
式
が
市
内
箕

作
の
診
療
所
横
で
19
日
に
行
わ
れ
い
よ
い
よ
着
工
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
下
田
新
市
庁
舎
（
旧
稲
生
沢
中
学
校
）
建
設
予
定
地
見
学
に

つ
い
て

現
在
、
第
１
期
整
備
と
し
て
旧
稲
生
沢
中
学
校
改
修
の
た
め
の
設
計
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
旧
中
学
校
の
建
物
は
、
執
務
ゾ
ー
ン
・
健
診
ゾ
ー

ン
・
4
階
グ
ラ
ン
ド
側
は
議
会
室
等
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
校
舎

横
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
令
和
6
年
７
月
頃
に
は
一
部
開
庁
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
Ⅱ
期
整
備
と
し
て
運
動
場
に
新
築
棟
の
建
設
が
予
定

さ
れ
、
執
務
ゾ
ー
ン
（
窓
口
）
・
防
災
拠
点
ゾ
ー
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
新
築
棟
設
計
に
入
り
、
令
和
６
年
７
月
頃
よ
り
新
築
工

事
に
入
る
予
定
で
す
。
旧
校
舎
改
修
棟
と
併
せ
て
全
部
開
庁
す
る
の
は

令
和
8
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
の
入
口
は
現
在
の
と
こ

ろ
市
道
側
の
旧
稲
生
沢
中
学
校
入
口
に
な
り
ま
す
。
（
４
１
４
号
側
か

ら
の
入
口
は
検
討
課
題
の
よ
う
で
す
）
旧
体
育
館
と
技
術
棟
は
解
体
し

た
後
、
利
用
者
の
駐
車
場
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
下
田
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
見
学
に
つ
い
て

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
ご
み
の
適
正
処
理
を
確
保
し
て
い
く
目
的

で
、
現
在
、
下
田
市
と
南
伊
豆
町
、
松
崎
町
、
西
伊
豆
町
の
Ⅰ
市
３
町

は
地
域
ご
み
処
理
の
広
域
化
計
画
を
策
定
中
で
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
適
切
な
ご
み
処
理
事
業
の
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
。
施
設
の
整
備
の
遅
れ
と
焼
却
灰
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

課
題
が
あ
る
た
め
、
下
田
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
県
下
35
市
町
村
中
29

位
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
新
規
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
と
し
て
、
古
着
、
雑

が
み
、
一
升
瓶
、
布
団
等
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
「
ゴ
ミ
に

し
な
い
」
よ
う
に
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）

を
行
い
ご
み
の
減
量
に
各
家
庭
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

２
、
令
和
４
年
度

水
仙
ま
つ
り
に
つ
い
て

令
和
４
年
12
月
20
日
（
火
）
～
令
和
５
年
1
月
31
日
（
火
）
ま
で
の

期
間
、
第
57
回
水
仙
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
完
全
に
コ
ロ
ナ
は
収

束
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
来
場
者
の
方
々

に
も
マ
ス
ク
着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
感
染
防
止
の
お
願

い
を
し
ま
す
。
な
お
、
来
場
者
の
駐
車
場
は
、
料
金
所
前
駐
車
場
と
大

駐
車
場
の
み
と
し
ま
す
。
下
の
浜
（
漁
協
の
天
草
干
し
場
）
の
駐
車
は

関
係
者
（
売
店
を
含
）
と
障
害
の
あ
る
方
の
車
両
の
み
と
し
ま
す
。
ま

た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
20
日
（
火
）
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
1
月
の
8
日
、

15
日
、
22
の
日
曜
日
に
は
、
観
光
協
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
（
下
田
太
鼓

演
奏
等
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
崎
区
か
ら
、
上
記
の
四
日
の
み

池
之
段
煮
味
噌
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

12
月
16
日
（
金
）
10
時
か
ら
、
爪
木
崎
海
岸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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須崎協議会事務所

十
一
月
の
実
施
行
事

2
日(

水)

古
着
回
収
、

3
日(

木)

【
文
化
の
日
】

4
日(

金)

回
覧
日
、

5
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

8
日(

火)

わ
ら
い
の
輪
（
縦
貫
道
の
説
明
）

9
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

10
日(

木)

フ
レ
イ
ル
測
定
運
動

〃

区
協
議
会
定
例
会

12
日(

土)

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練

13
日(

日)

爪
木
Ｇ
エ
リ
ア
・
下
田
ド
ッ
ク
跡

14
日(

月)

市
特
定
検
診
（
市
民
保
健
課
）

15
日(

火)

市
特
定
検
診
（
市
民
保
健
課
）

16
日(

水)

古
着
回
収
、

17
日(

木)

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会

18
日(

金)

回
覧
日
、

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

23
日(

水)

【
勤
労
感
謝
の
日
】

〃

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

25
日(

金)

市
建
設
課
の
説
明
会

十
二
月
の
予
定
行
事

1
日(

木)

消
防
団
夜
警
開
始
2
月
28
日
ま
で

2
日(

金)

回
覧
日
、

〃

大
腸
が
ん
検
診
（
市
民
保
健
課
）

3
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

4
日(

日)

下
田
市
一
斉
防
災
訓
練

4
～
6
迄
ノ
ラ
猫
避
妊
去
勢
保
護
手
術

7
日(

水)

古
着
回
収
、

8
日(

木)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

わ
ら
い
の
輪
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
体
操
）

〃

区
協
議
会
定
例
会

17
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

火)

爪
木
水
仙
ま
つ
り
開
催

21
日(

水)

古
着
回
収
、

22
日(

木)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

31
日(

土)

年
越
し
、

一
月
の
予
定
行
事

1
日(

日)

【
新
年

元
日
】

2
日(

月)

新
年
船
祈
祷
祭
・
船
主
会
総
会

4
日(

水)

古
着
回
収
、

6
日(

金)

回
覧
日
、

7
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

早
春
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ク
水
仙
コ
ー
ス

8
日(

日)

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ク
開
国
コ
ー
ス

11
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

12
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

14
日(

土)

ど
ん
ど
焼
き
（
子
ど
も
会
）

18
日(

水)

古
着
回
収
、

〃

わ
ら
い
の
輪
（
い
き
い
き
健
康
講
座
）

21
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

25
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集
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須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

20
，
カ
モ
メ
（
鴎
）
、
ウ
ミ
ネ
コ
（
海
猫
）

「
カ
モ
メ
の
水
兵
さ
ん

な
ら
ん
だ
水
兵
さ
ん

白
い
帽
子

白

い
シ
ャ
ツ

白
い
服

波
に
チ
ャ
ッ
プ

チ
ャ
ッ
プ
う
か
ん
で
る
」

よ
く
ご
存
じ
の
童
謡
で
す
が
、
波
に
チ
ャ
ッ
プ

チ
ャ
ッ
プ
う

か
ん
で
る
の
は
カ
モ
メ
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

カ
モ
メ
は
渡
り
鳥
（
冬
鳥
）
で
、
ア
ラ
ス
カ
や
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

北
部
、
カ
ナ
ダ
西
部
な
ど
に
分
布
し,

冬
に
日
本
に
や
っ
て
き
ま

す
。
夏
に
見
ら
れ
る
の
は
カ
モ
メ
の
仲
間
の
ウ
ミ
ネ
コ
（
海
猫
）

で
す
。
ウ
ミ
ネ
コ
の
方
は
留
鳥
で
一
年
中
日
本
に
い
ま
す
。

カ
モ
メ
は
体
長
40
～
46
㎝
、
翼
開
長
110
～
125
㎝
程
度
、
体
色
は

白
い
羽
毛
に
背
部
と
翼
表
面
が
灰
褐
色
、
尾
羽
は
白
色
で
す
。

嘴(

く
ち
ば
し)

は
黄
色
一
色
か
、
先
端
に
不
明
瞭
な
黒
い
斑
紋
が

入
り
、
足
は
く
す
ん
だ
薄
黄
色
か
ら
白
っ
ぽ
い
黄
色
で
す
。

鳴
き
声
は
カ
ラ
ス
に
似
て
お
り
「
ク
ゥ
ー

ク
ゥ
ー
」
と
鳴
く
こ

と
が
多
く
、
漢
字
で
は
「
鴎
」
と
書
き
ま
す
。

ウ
ミ
ネ
コ
は
「
カ
モ
メ
」
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
「
カ
モ
メ
」

と
似
た
体
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
背
部
と
翼
表
面
の
灰
褐
色
は

「
カ
モ
メ
」
よ
り
濃
く
、
尾
羽
に
は
黒
い
帯
模
様
が
入
り
ま
す
。

嘴
は
先
端
に
赤
と
黒
の
模
様
が
入
り
、
足
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
近
い

鮮
や
か
な
黄
色
を
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ャ
ー

ミ
ャ
ー
」
と
い
う
鳴
き
声
が
猫
に
似
て
い
る
こ
と
が

名
前
の
由
来
で
、
漢
字
で
は
「
海
猫
」
と
書
き
ま
す
。

両
方
と
も
雑
食
性
で
、
港
や
海
岸
、
河
口
、
干
潟
な
ど
の
沿
岸

部
に
棲
息
し
、
小
魚
、
カ
ニ
、
昆
虫
類
、
ミ
ミ
ズ
、
動
物
の
死
骸

な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

１
９
７
０
年
代
、
「
カ
モ
メ
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
と
い
う
、
飛
び
方

を
ひ
た
向
き
に
追
及
す
る
カ
モ
メ
を
描
い
た
小
説
が
大
ヒ
ッ
ト
し

ま
し
た
。
（
武
ガ
浜
の
レ
ス
ト
ラ
ン
”
ジ
ョ
ナ
サ
ン
”
も
多
分
こ

こ
か
ら
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は

１
９
７
５
年
頃
に
以
下
の
よ
う
な

「
な
ぞ
な
ぞ
」
が
流
行
し
ま
し
た
。

問
題

「
カ
モ
メ
が

100
羽
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

1
羽
を
カ
モ
メ
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
と
い
い

ま
す
。
で
は
残
り
の
99
羽
を
な
ん
と
い

い
ま
す
か
？
」

答
え
は
「"

カ
モ
メ
の
み
な
さ
ん
”
」

だ
そ
う
で
す
。

須
崎
区
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、

本
物
に
ふ
れ
る
こ
と
で
故
郷
に
誇
り
を
持
て
る
子
供
に

浜
崎
小
学
校

校
長

菊
池

正
仁

浜
崎
小
学
校
で
は
充
実
し
た
実
り
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

様
子
は
学
校
だ
よ
り
で
も
紹
介
し
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
は
載
せ
き
れ
な
い
活
動

も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
す
い
せ
ん
」
で
は
須
崎
地
区
で
お
世
話
に
な
っ
た
活

動
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

６
年
生
は
ジ
オ
学
習
で
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
恵
比
須
島
を
見
学
し
ま

し
た
。
恵
比
須
島
の
地
層
は
た
い
へ
ん
貴
重
で
、
西
側
と
東
側
で
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
、
太
古
に
活
発
な
火
山
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
以
前
に

も
紹
介
し
ま
し
た
が
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
地
層
で
す
。
こ
の
自
然
豊

か
な
故
郷
に
一
層
関
心
を
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
生
は
須
崎
御
用
邸
の
見
学
と
ほ
う
え
い
さ
ん
で
干
物
づ
く
り
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御
用
邸
で
は
所
長
さ
ん
を
は
じ
め
副
所
長
さ
ん
、
皇
宮
警

察
の
皆
様
か
ら
も
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
井
浜
ま
で
の
往
復
の
長

い
道
の
り
も
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
足
を
止
め
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
疲
れ
を
感
じ
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
に
戻
っ
て
書
い
た
お

礼
の
手
紙
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
５
枚
以
上
書
く
子
も
何
人
も
い
て
、

そ
の
感
動
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
干
物
づ
く
り
体
験
で
は
、
し
っ
か
り

と
し
た
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
加
え
、
地
元
の
子
だ
か
ら
で
し
ょ

う
か
？
予
定
よ
り
だ
い
ぶ
早
く
出
来
上
が
っ
た
よ
う
で
し
た
。
余
っ
た
時
間
は
恵

比
須
島
で
の
生
き
物
観
察
会
に
な
り
、
二
重
の
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
で
作
っ
た
干
物
は
と
て
も
お
い
し
く
家
族
で
味
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

２
年
生
は
須
崎
探
検
に
出
か
け
ま
し
た
。
恵
比
須
島
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活

動
し
て
、
写
真
を
撮
っ
た
り
観
察
し
た
り
し
な
が
ら
地
層
や
生
き
物
に
ふ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
漁
協
の
須
崎
畜
養
池
の
生
け
簀
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

目
の
前
で
見
る
イ
セ
エ
ビ
の
大
き
さ
や
多
さ
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

移
動
し
て
漁
協
の
支
所
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
慢
で

き
る
須
崎
の
よ
さ
を
た
く
さ
ん
発
見
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
体
験
活
動
に
は
市
か
ら
の
体
験
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補
助
金
に

加
え
、
下
田
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
利
用
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
地
区
で
の
活
動
が
充
実
し
て
い
る
の
は
、
地

区
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
護
者
の

皆
様
の
ご
支
援
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
子
供
が
家
に
帰
っ
て
生
き
生
き
と
活
動
の

様
子
を
話
せ
る
そ
ん
な
学
び
を
取
り
入
れ
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11 / 2 2 2 年生 の須 崎探 検 イセ エビ を 目に して 驚き の声 が！

11/22 ほうえいさんで3年生が干物づくり体験をしました。

11/１ ６年生が恵比須島でジオ観察をしました。
〈
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月

の

学
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子

〉

い
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29
日
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火
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括
り
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西
部
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崎
の
浪
花
屋
の
畑
山
に
て


